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米系の生徒の大学進学が未だにない点です。南米
系の生徒に希望を与えるためにも、大学進学者を
輩出することが急務となっています。生徒が卒業
後、どのような将来志向を持ち、どのようにキャリ
アを歩んでいくのか、道筋をしっかり作っていくこ
とが求められています。「実績」という結果を示し、
多くの “ロールモデル ”を輩出していくことが外国
人生徒の進学問題の解決に必要不可欠です。
外国人生徒の高校進学率が低いといわれている
中、中等教育学校では高校入試に囚われることな
く6 年間を計画的に学ぶことで、日本語学習、教
科学習、将来の進路（大学進学や就職、帰国）な
どをじっくり考えることができます。また、6 年間
を信頼できる教師や仲間に囲まれて生活すること
で、退学してしまう生徒をくい止めることも可能で
あり、外国人生徒に適した学びの場であるとの印
象を受けました。今回紹介した芦屋国際中等教育
学校の取り組みが在日外国人教育を考える上での
重要な試みであり、今後、中等教育学校が外国人
生徒の進路選択の1つになると確信しています。
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2011年 3月11日、私たちは未曽有の大震災を
経験しました。地震・津波という自然災害に加え、
原子力発電所のメルトダウンや水素爆発による放
射能の拡散という最悪の人災にも見舞われました。
こうした状況の中、2011年 11月11日、第 3 回目
のグローバル教育セミナーが『危機の時代におけ
るグローバル教育―ポスト開発／脱成長時代にお
ける教育の果たす役割考える』をテーマのもと、
講演とパネルディスカッションの２部構成で開催さ
れました。
第１部は、開発学の第一人者である早稲田大学
名誉教授の西川潤先生の『ポスト経済成長時代の
開発と教育』というテーマの基調講演でした。そ
の講演の後、当多文化公共圏センター長であり国
際学部の重田康博教授と教育学部の陣内雄次教
授から、「開発教育の視点から」及び「持続可能
な開発のための教育（ESD）の視点から」、「グロー
バル教育の役割と課題」についての事例報告があ
りました。
第２部は、「ポスト開発 / 脱成長時代のための
活動 －　3.11 東日本大震災後の世界と日本への
対応 　グローバル教育の立場から何ができるの
か」をテーマに、4人のパネリストに対し、司会の
重田教授が、
①ポスト開発時代の理論と実践を考える方向性を
導く－人間性の回復、人間の生き方や権利の獲
得、人間や自然との共生について　
②コミュニティの再生－地域の再生プランと教育の
現場をつなぐ機能について
③開発の当事者として日本の経済社会構造への問
い直しに関する３つの質問を投げかけ、その質
問に答えていただく形でデスカッションが進めら
れました。 
パネリストとして、中野佳裕氏（国際基督教大学
研究員）、阪本公美子氏（宇都宮大学国際学部准
教授）楠利明氏（元アジア学院事務局長）、そし
て、半田好男氏（栃木県立高等学校教員）の 4人
の方々が、研究者、有機農業実践者、高校教師等、
それぞれ異なった立場からの考えを発表しました。
　又、このパネルディスカッションでは、会場の学
生達に用紙が配られ、それに意見を記入してもら
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い、回収し、会場で披露するという、会場に意見
参加を促す新しい試みもなされました。
第１部の西川先生の講演内容と第２部のパネル
ディスカッションのパネリストの方々の意見には、
「生命の再生産」「社会の再生産」「経済・資源蓄
財の問い直し」「循環・持続可能性」「モラルエコ
ノミー・エコロジ 」ーそして、「知ること・行動する
こと・人とつながること」「内発的学び（ラーニング）」
という諸々のキーワードが重なり合っていました。
第 1部の講演の最後に、西川先生は、グローバル
教育はどの方向を目指すのかと会場に問いを投げ
かけましたが、第 2 部のパネルディスカッションで
のパネリストたちの意見を総合することで、西川先
生が問いかけられた「危機の時代のグローバル教
育」が目指すべき方向性というものを、会場の参
加者たちは其々確信したのではないかと思われま
す。
ポスト開発時代に入ったといわれる今こそ、グ
ローバル教育には、市民として目覚め、内発性に
よる社会発展を進める学びを広げ、国の行く末を
決める主権者の育成という役割が求められている
といえるでしょう。
平成２３年度前期ポルトガル語内地留学生
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内地留学を終えて
　「日本語教育とは何か。」「ポルトガル語とはどん
な言葉なのだろうか。」
　内地留学に行かせていただくことになったもの
の、これまで自分が関わってこなかった分野の研
究に対して不安な気持ちのままのスタ トーとなりま
した。
　内地留学では、宇都宮大学で講義を受けたり、
栃木県国際交流センターでポルトガル語を教えてい
ただいたり、県内の日本語教室を訪問させていた
だいたりしました。研修の中で本県における外国
人児童生徒教育の現状や日本語教室の実際を知
り、外国人児童生徒に携わっている先生方、そし
て、そんな先生方を支えている関係者の皆様、Ｈ
ＡＮＤＳプロジェクトの皆様のお仕事や御苦労の
一端を知ることができました。また、ポルトガル語
の習得と併せて、ブラジルの文化や国民性につい
ても触れることができました。自分が学んだこと、
体験したこと、触れた言語や文化はどれもとても
新鮮なものでした。それらを知ることができ、今
までに考えたこともなかった世界があることに気付
きました。そして、自分がいかに狭い世界、そし
て狭い視野の中で生活していたかということを実感
しています。
　研修中時折、かつて担任したことのある一人の
外国人児童を思い出していました。日本のことを何
もわからないまま、転入してきたその児童。笑顔
を絶やさなかった彼の面影を思い出しつつその境
遇を思うとき、分からない言葉を話す人たちの中
で、どれだけ不安な気持ちで１日１日を過ごしてい
たのだろうと今更ながら心が痛みます。その子に寄
り添っていたつもりだったけれど、ふり返ってみる
ともっと適切な支援があったのではないかと反省す
るばかりです。そして、今の自分ならどう接するこ
とができるだろうかと考えずにはいられませんでし
た。
　様々な方々のお力添えのもと、無事に内地留学
を終えることができました。今回の研修で学び得
た知識と貴重な経験をどのように生かしていったら
いいかということが自分の課題となりました。より
広く様々なことに積極的に目を向けることを忘れず
に、まずは目の前の子どもたちを精一杯支援して
いきたいと思います。
